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2023 年５月 25 日 

『2022年サラっと一句！わたしの川柳コンクール』ベスト 10発表！ 

「また値上げ 節約生活 もう音上げ」 

 

第一生命保険株式会社（代表取締役社長：隅野 俊亮）は、2022 年９月から 10 月にかけて、『2022 年サラっと一

句！わたしの川柳コンクール』を実施しました。全国から８万句以上の作品が寄せられ、2023 年１月に全国優秀

100 句を発表。この度、約６万名のサラ川ファンの投票により、全国ベスト 10 が決定しました！ 

2022 年は「値上げの年」。そう言っても過言ではないほどに、食品や日用品など私たちの身の回りのあらゆるモ

ノの値段が上がりました。そんな値上げの波を受け、多くの方が節約に奮闘したのではないでしょうか。長引く節約

生活ももう限界。そんな憂いをストレートかつユーモラスに詠んだ作品が多くの共感を得て見事グランプリに輝きま

した。 

また、定番の健康を省みる作品に加え、コロナに感染してしまったときの家族の暮らしを詠んだ作品やセルフレ

ジでの体験談を詠んだ作品など、日常でのちょっとした出来事をユニークに表現した川柳へも共感の声が多数寄

せられ、ベスト 10 にランクインしました。 

 

「値上げはもう勘弁…」そんな心の内をユニークに詠んだ句がグランプリを獲得！ 
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■2022 年サラっと一句！わたしの川柳コンクール 全国投票結果（ベスト 10） 

 

■年代別でみるサラ川ベスト３！ 

今回はグランプリ作品「また値上げ 節約生活 もう音上げ」が全世代で第１位を獲得。「まさに私生活そのも

の！本当にキツイ！」など値上げに関する共感の声や、「値上げと音上げをかけたところが面白い」「韻を踏んでい

るのが上手！」といった時流をユニークに詠んだ作品への称賛も数多く寄せられました。 

また、20 代～50 代の各世代で「サイフより スマホ忘れが 致命傷」がベスト３入り！現代生活において、スマホ

は、もはや財布以上に欠かせない存在となっていることがうかがえます。一方、60 代以上のベスト３には、「店員が 

手とり足とり セルフレジ」がランクイン。セルフレジの操作に戸惑う様子が多くの人の共感を呼びました。 

すべての世代を悩ませる「物価の上昇」については、農林水産省の発表した「食料の消費者物価指数の推移」<

図１>によると 2020 年を物価指数の基準とした場合、2020 年から 2022 年までの２年間はほとんど変化がないよう

ですが、2022 年を境に物価指数が急激に上昇。2022 年の値上げラッシュの激しさを物語っています。  

 

※順位はインターネット経由の投票数を元に算出。 
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〈図１〉我が国における食料の消費者物価指数の推移 

 

出典：農林水産省「食品の価格動向」 https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/kouri/ 

第一生命ホームページでは、今回のサラっと一句！わたしの川柳コンクールの総評に加えて、ベスト 10 作品の

投票理由や得票数も併せて発表しています。ぜひご覧ください。 

【第一生命サラっと一句！わたしの川柳ホームページ】 

https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html 

 

  

https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/kouri/
https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html
https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html
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■地元の魅力で一句詠む！「地元サラ川」協働取組み先募集中！ 

第一生命は、全国 47 都道府県をはじめ、多くの市区町村と連

携し、第一生命と地方自治体、お互いの強みを活かして地域の課

題解決に取り組んでいます。その取組みの一環として、今年も「地

元サラ川（ジモサラ）」コンクールに取り組んでいただける自治体の

みなさまを募集します。「お国自慢」や「健康」「詐欺撲滅」など毎年

定番のお題はもちろん、「学校生活の思い出」や「エコ自慢」といっ

た地域での取組みなどをテーマとしていただくことも可能です。サ

ラ川を通じて、地域が抱える課題への関心および共感をいただくこ

とで、解決に向けたお手伝いをします。昨年は、全国の自治体や

警察のみなさまと協働し、57,548 句もの作品が寄せられて大きな

盛り上がりを見せました。 

また、地元サラ川に応募された作品も全国優秀 100 句に入選し、今年のコンクールを盛り上げました。協働を希

望される自治体のみなさまは、お近くの第一生命までご連絡ください。 

【2022 年度地元サラ川入選作品】 

https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/jimosara/index.html 

 

 

https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/jimosara/index.html
https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/jimosara/index.html
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※４位・51 位・85 位・88 位・91 位は地元サラ川入選句。 

※川柳・雅号は、すべて応募者の表記にしたがっているため、一部当て字等での表記で掲載しています。 

※作品の著作権はすべて第一生命に帰属しています。無断での転載、使用はご遠慮ください。 

 

『2022 年サラっと一句！わたしの川柳コンクール』の概要 

★2022 年９月～10 月実施 応募作品数 85,437 句（2022 年度地元サラ川応募数含む） 

★2023 年１月～３月 投票数 61,004 票 

 


